（別紙）

市町村財務事務チェック表記載要領

１　共通事項

(1) 活用方法について

このチェック表は、市町村の主体的な財務事務の見直しを支援することを目的とするものです。1年度に1回はセルフチェックを実施してください。

なお、内容の改正を行った場合は、随時お知らせします。

(2) チェック対象年度（時点）について

特段の断りがない限り、(n-1)年度末時点の状況について記入してください。

(3) 記入欄について

内容等を記入する欄を除き、該当欄に「１」を入力してください。

２　各チェック表について

(1) チェック表１「予算」

予算の編成については(n-1)年度予算の編成について記入してください（(n-2)年度中に行った(n-1)年度当初予算編成からチェック対象となります。）。

(2) チェック表２「規定の整備状況」

(n-1)年度の11月末時点の状況について記入してください。

(3) チェック表４「収入・支出」

支出の項中補助金中「行政効果を勘案し見直しを行っているか」について、「毎年ではないが実施」又は「見直しを行っていない」を選択した場合は、今後の予定について所定の記入欄に記入してください。予定がある場合には予定する年度を、予定がない場合には「予定なし」を記入してください。

(4) チェック表５「契約」

このチェック表は、各課に配布（照会）・回収して、財政担当課でとりまとめて記入してください。

例えば、「契約書は省略できる場合を除き作成しているか」の項目について、各課の記入を得た結果、「していない」が１件でもあれば、「していない」に「１」を記入してください。「契約書を省略した理由は」については、代表的なものを１～２件記入してください。

「検査は完了通知受理後最長で何日以内に行ったか」については、各課の記入から、完了通知受理後最も検査の実施までに日数を要したものについて、記入してください。

